接続と設置のヒント！ 


別売のホームシアター巧オプションサブウファー（デジ 
タルサラウンドシステム： DHT - 目など）を、本機のセン 
ターボックスに収納することびでさます。設置や接続の 
前には、 DHT -9 の取扱説明書、本機の取扱説明書をよく 
お読みください。 
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こんなことがでをまず！！ 

オンキヨー独自のバーチャルサラウンド技 
術、シアターデイ^ンショナル ( Theater - 
Dimensional を探用。媛方にスピー 
力一を設置することなく、 本機のフ□ン 
卜 3 ch スピーカーだけで臨場感あふれる 
ホーム シアターび楽しめます。さ5にス 
ピーカーをプラスすれば、本格的な日 . Ich 
再生ち可能です。 


センターボックスのサランネットを取りはずして、 
DHT -9 を設置します。 

センターボックスには接続用の開□部びありますので、 
DHT -9 の電源ケーブルを裏側に通しておきます。 


地上、 BS 、 110度 CS など 

デジタル放送対応チューナー搭載のテレビ 
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DHT - 日と AV 機器との接続 



1.DHT- 日と本機の接続 

本磯に付属しているスピーカーケーブルを使用して、 
DHT -9 のスピーカー端子と本機のスピーカー端子を 
接続してください。 

吕 .DHT- 日と AV 機器との接続 

DHT - 目の音声入力端テと、ご使用になる AV 機器の 
音青出力端子を接続してください。 

DHT -9 には下記のような入力端テびあ0、計日台の 
AV 機器を接続することびでさます。 

-光デジタル音声入力端子X 3 
.アナ□グ音声入力端子X2 


DHT -9 と本機の接続 


CB - J に00背面 





■ SPEAKERS — SPEAKERS- 


DHT -9 背面 


DVD レコーダーゲーム 


胃™;]※ DHT -9 には光デジタルケーブルび1本付属されています。 
ビデオ 接続する機器に応じて、あ5かじめ必要な接続ケーブルをご 

用意ください。 


1 • DHT - 目の表示部び見にくい場合は、センターボックスのサランネットをはずした状態でご使用ください。 
《 Theater - Dimensional の名称、 n ゴはオンキヨー(株)の登録商標です。 


SN 293巳己633 

に ） Copyright 2007 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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3 ch スピーカー內蔵 TV ラック ONKYO 

CB - J 1200 組 立説明書 

このたびは、 CB - J 12日日をお買い上げいただきまして、誠にありびとうございます。 

本製品を組み立てる前に、下記のを意事項をよくお読みください。 

f ミを上のごを意 ] - 

■組み立てをずるとさのごま意 

• 本製品を組み立てる際には、指などを挟まないよラ十分にごを意くださし、。 

• ネジ止めの箇所は、しっかりと止めてください。不十分な組み立てかたをすると強度 
び保てず、機器び倒れたりして、故障やけびの原因になることびあります。 

• 移動させる場をは、サランネットやスピーカーユニットに手をかけないでください。 

故障やけびの原因となることびあります。 

• 天板や底板は非常に重いので、組み立ては必ず2人！; LL で行ってください。 

けびや腰痛の原因となることびあります。 

• 天板用ガラスは取り扱いにごま意いただを、必ず2人で設置してください。 



■設置をずるときのご注意 

• 傾いたところや不安定な場所に置かないでくださし、。 

• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたるような場所には置かないでください。火災-感電の原因となることび 
お0ます。 

■使用ずるときのご注意 

本製品の上に乗ったり座ったり、踏み台にしないでください。特にお子様にはごミ主意ください。天板のガラスは強化ガ 
ラスになっていますび、使いかたを誤ると割れる恐れびありますので、取扱説明書のごま意をお守りください。また、 
天板には8日 kg 、 上段のガラス棚には左ち各1已 kg 、 下段の棚には左ち各2已 kg 、 総耐荷重12日1<呂を超えるわのを載 
せないでください。破損や故障の原因となります。 


組み立てに必要な工具 



プラス©ドライパー 

ドライバーの長さは 20 cm 
物をご使用ください。 



※イラストはイメージであり、実際の商品と形状び異なることびあります。 













c ) 巧の数字は数量を表していまず。 

組み立ての手順：必ず2人な上で作業してください \ 

組み立ての前に、センターボックス©、側板(左)®、側板(ち)®の方向ラベルを確認し、前後、上下左ちを間違って 
,取り付けないよラにしてくださし、。 


1 センターボックスのサランネットを取りはずず 

サランネットを両手で持ち、左ち交互に手前に引きなび！5、ゆつ 
く 0と取0はずします。 

取りはずしにはミち意してください。強く引っ張ると、サランネッ 
卜の取付け部び破損することびあります。 


と 底板にセンターボックスと側ホ反をセットずる 3 天板をセットずる 

底板⑥のダボ巧にあわせて、センターボックス© センターボックス©と側板(左)⑩、側板(ち)⑥上 

と側板(左)⑩、側板(ち)©下のダボを差し込んでく のダボに天板®のダボ巧を含わせて差し込んでく 

ださい。 ださい。 



※イラストはイメージであり、実際の商品と形状び異なることびあります。 


サランネット 
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①センターボックス @センターボックス 感スピーカーコード ® スピーカーコード 

天板側固定用ネジ〔3) 底板側固定用ネジ〔3〕 （ホ、白、緑）1•己 m 巧） ホルダ ー C 4) 



M 己 X 30 M 5 X 40 (皿ネジ) 



〔〕巧の数字は数量を表していまず。 
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センターボックスと底板、天板をネジで 
固定ずる 

センターボックス底板側固定用ネジ③ （3 本）で、 
センターボックス©を底板⑥にしっかりと取り 
付けます。次にセンターボックス天板側固定用ネジ 
① （3 本）でセンターボックス©と天板®をしっ 

か0と取0付けます。 

一-*-^- 

ご注意 

組み立てる際は、2種類のネジを間違って使用しないよ 
ラご注意ください。機器の破損やけびの原因となること 
びあ0ます。 



ガラス棚をセットして固定ずる 

ガラス棚®を、側板(左)⑩、側板(ち)®とセンター 
ボックス©の間にセットし、ガラス棚支持金具の溝 
に平行に差し込んでいきます。 

ガラス棚支持金具は、センターボックスに2箇所、側 
板に2箇所あります。 

ガラス棚の前面びセンターボックス©前面とそろラ 
よラに位置ミ夫めし、ガラス棚す持金具の固定用ネジで 
しっか0と取り付けます。 


6 天板用ガラスをセットする 

天板の目箇所に天板ガラス滑り止めクッション感 
を貼り、天板用ガラス©をセットしてください。 

ホ天板用ガラス©はその製造上、若干反っている 
場合びありますび、ご使用には問題ありません。 


ガラス板 



07.4.( 










